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―一平成|‐17年度史跡等総合整備活用
推進事業に係る発掘調査概報―
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1 本書は、史跡平‐出遺跡
‐
史跡等総合整備活用推進事1業に係わる発掘調査報告書である。

2 発掘調査は、国庫及び県費の補助を受け、塩尻市教育委員会が実施したも
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辻 誠二郎 (東京大学教授)。

5 本書の執筆・編集

小松 学、塩原真樹

6 本報告書に係る1出土品・ 諸記録は、塩尻市立平出博物館で保管している。́

7 本報告書の縮尺‐率は基本1的に遺構図 1/60、 遺物の縮尺は 1/3と している。

8 古代の土器分類は、『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書』4-松本市その1

総論編に基づいて行つた。



発掘調査の目的と方法
―

1 発掘調査の目的と方法

(1)発掘調査 の 目的

昭和 27年 に国史跡に指定された平出遺跡は、昭和 52年、「史跡平出遺跡保存管理計画書」が策定さ

れ、永久保存地区・現状変更許容地区のェ リア設定、用地の公有化および整備 0活用の推進など保存管

理の基本的方針が決定された。

この計画に基づき、塩尻市では、平成 9年度から平成 22年度までの継続事業として永久保存地区を

中心とした約 7.3haの 用地の公有化事業に着手した。また、平成 11年度には塩尻市史跡平出遺跡整備

委員会 (委員長 戸沢充貝1)を発足し、整備・活用計画の検討を進め、平成 13年度に整備基本計画を

策定した。整備基本計画では、平出遺跡およびその周辺を、「導入部」「縄文の村地区」「古代の農村地区」

「ガイダンス地区」「体験学習施設地区」の 5地区を設定した。整備は、平成 15年度から年次計画によ

り、「縄文の村地区」「ガイダンス地区」「古代の農村地区」の順に進めることになり、平成 15年度には

「縄文の村地区」、平成 18年度には「ガイダンス地区」の整備に着手した。

整備を進めるにあたつては、発掘調査を整備の重要な要素と位置づけ、「各時代の集落構造 0社会構造

の解明」を目指 し、「整備対象遺構の選定資料」を得ることを目的としている。発掘調査では、①遺構・

遺物の状況の把握、②時代別の特徴の把握、③ 「平出の地」の重層性の明確化、④史跡整備に必要な情

報の整理、を主たる調査項目にあげている。

発掘調査は整備の第 1段階にあたり、「遺構確認の必要な地区に対 し発掘調査を行い、その成果を踏ま

え各地区を順次整備 していく」とし、発掘調査結果を基にして整備計画を策定することになっている。

第 1図 エ リ ア 図

―
-1-一



一一一発掘調査区域の設定

(2)発掘調査 区域 の設定

発掘調査区域の設定にあたつては、公有化が完了した区域であり、且つ整備年次別計画の順序に基づ

き設定している。

平成 17年度の発掘調査区域は、「古代の農村」整備地区にあたつている。「古代の農村」地区の整備

基本計画では、「復元住居を数棟設けることで古代の農村集落を表現する。 また、農耕地区の整備によ

り当時の生活環境を表現 し、集落と農耕地区を合わせ古代の農村空間を来訪者に伝える。」としている。

この 「古代の農村」地区は、古墳時代と平安時代の集落復元が予定されてお り、今回の調査区は平安時

代の集落を復元するエ リアとなっている。このため発掘調査では、復元住居の対象遺構や集落構成を再

現するための資料や植生、旧地形の復元のための基礎資料を得るとい う目的のもと、必要最小限の発掘

調査区域を設定した。

今回の調査区の設定にあたつては、昭和 20年代以降の平出遺跡で行われた発掘調査の成果に基づき、

古代の住居址や掘立柱建物址が検出されている当地区を調査区域として設定した。

発掘調査の方法としては、より多くの情報を得るため、表土からすべて人力による掘 り下げを行い、

なるべく高い位置での遺構の検出に努め、当時の地形復元を行 う観点から生活面を把握することに重点

をおいた:調査に当たつては、表土除去作業開始前に東西、南北にベル トを設け、現地表面から遺構検

出面までの土層観察 を行えるようにし、このベル トは土層観察等の調査終了後も取 り外すことなく、将

来の調査において再検討できるよう配慮 した。遺構調査においても同様な調査方法をどつた。 i

また、ピットや土坑の調査では、半裁 して記録をとるに留め、完掘は行つていない。今回検出された、

昭和 26年に部分的に調査されている縄文時代の力号住居址に関しては、整備対象時期 と異なることも

あり、詳細な調査は行わず埋め戻 した。このように調査では今後の再調査も念頭に置き、必要最低限の

調査にとどめたため、検出住居址以外の土坑等、調査区内に未掘部分も多く残されていることを明記 し

ておきたい。

遺物の取 り上げに関しては、住居内から出土した遺物については出土場所 と高さを記録 して取 り上げ、

遺構外出土の遺物に関しては、小グリッド単位で取 り上げを実施 した。この際、埋甕炉に使用された炉

体土器は遺構の一部であるとの解釈のもと、遺構保護を優先 し記録をとつた後に住居址とともに埋め戻

した。遺構の埋め戻 しにおいては住居址内に遺構保護のために砂を入れてから、その上に土を入れる方

法をとつた。

調査にあたり調査区内に設定したグリッドは、平出遺跡内に設定 してある 30m方眼の大グリッドを基

準にしてお り、この大グリッドを東西及び南北に 10分割 して 3m方眼の小グリッドを設定している。グ

リッドの呼称は、東西方向を算用数字、南北方向をアルファベ ットとし、アルファベ ットは小文字で表

記 している。

記録は、遺構平面図、遺構セクション図については、原則 として 1/20の縮尺で行い、遺物出土状況図

などは 1/10の 縮尺で行つた。遺構写真は、35111nの カラーリバーサルとデジタルカメラを使用した。

-2-



発掘調査の経過・遺跡の層序
―

2 発掘調査の経過

発掘機材の搬入および調査対象区域内において調査区の設定を行い、発掘調査を開始する:なお、調

査に関する作業はすべて人力で行つた。調査区域は以前ブ ドウ園として使用されていたため、現地には

ブ ドウの根が残 されてお り、まずはブ ドウの根を抜く作業から着手した。抜根作業終了後、設定された

調査区の表土除去作業に移行 した。この耕作土である表土は 20～ 30 cmほ どあり、遺物も頻繁に出土し

たため、作業はより慎重に行われた。表土除去作業が終了し、暗褐色土層および褐色土層が現れ、これ

らの土層内に遺構検出面が存在 していた。遺構検出作業では、現在ではほぼ平坦にみえる地形も旧地形

は多少起伏があつたことがわかるなど、人力作業により表土から掘 り下げを行つてきた成果といえる。

遺構検出作業により判明した遺構のうち、整備対象となる古代の住居址を主体に調査を実施 した。

住居址の調査は通常の調査同様、セクションベル トを設定してから掘 り下げを行い、遺物は出土状況の

記録をとつてから取 り上げを行つた。セクションベル トは取 り外 さず、ピットや炉址に関しても半裁 し

て記録をとるに留めた。

住居址完掘後は写真や平面図等の記録を取 り、調査区周辺も含めた全景写真はラジコンヘ リにより空

中から撮影を行つた。

すべての調査を完了した時点で埋め戻 しを行つたが、埋め戻 しの際には遺構内に砂を入れ、遺構保護

層を設けた。その後バックホーを使用して調査区内の埋め戻しを実施 した。

3 遺跡の層序

発掘調査区域周辺は、現況では農地として利用されていたこともあり、ほぼ平坦な印象を受けるが、

旧地形では西側から東側に向けて緩やかな傾斜 と若干の起伏がみられていた。

基本層序 としては、表土 (耕作土)→暗褐色土層→褐色土層 (漸移層)→ ローム層 となり、耕作が浅

い場所では部分的に暗褐色土層の上に黒褐色土層が薄く堆積 していることが確認された。

今回の史跡整備にともなった発掘調査では、遺構の掘 り下げがどの面から行われているのか、当時の

生活面がどの位置にあつたのか把握することに努めた。調査を進めた結果、暗褐色土層および褐色土層

から住居址の掘 り込みが確認され、暗褐色土層内を中心に古代の生活面が存することが確認された。

このような成果にもとづき、史跡整備にあたつては当時の生活面を基準とし、保護のための盛土厚を

算定することとした。

H-141号 住居址
遺構検出面

表 土

暗褐色土層

暗褐色土層

褐 色 土 層

ロ ー ム 層

H-145号 住居址
遺構検出面

表 土

暗褐色土層

暗褐色土層

暗褐色土層

ロ ー ム 層

H-147号住居址
遺構検出画

表 土

暗褐色土層

褐 色 土 層

褐 色 土 層

ロ ー ム 層

23

48

62

74cm 71cm

第 2図 層
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調査概

4 調査概要

平成 17年度調査地区は 「古代の農村」整備地区にあたってお り、2,000ポ の範囲で調査がi行われた。

その結果、縄文時代 1軒、平安時代 12軒の住居址が検出された。また、詳細な時期は不明であるが古

代の掘立柱建物址も3棟検出されている。これ らの中には、昭和 26年の平出遺跡第 4次調査の Sト レ

ンチとTト レンチ調査の際に検出された縄文時代の力号住 と平安時代のH-44045号住居址、古代の 1

～ 3号掘立柱建物址も含まれてお り、今回 54年ぶ りに再調査となった。

今回発掘調査を実施するにあたっては、平安時代の住居址はもとより、掘立柱建物址が検出されるこ

とが期待 されたが、実際には既出以外の掘立柱建物址を発見することはできなかった。このように、掘

立柱建物址にこだわった背景には、 1～ 3号掘立柱建物址の明確な時代決定がなされていないことがあ

げられる。 しかしながら、H-45号住居址内から昭和 26年当時には発見されなかった 2号掘立柱建物

址の柱穴が新たに発見され、柱穴上の貼床の存在などから掘立柱建物址が平安時代のH-45号住居址以

前に建てられたことが確認できたことは非常に大きな成果としてとらえられる。         =
こめように「音代め農村」

｀
地区の発掘調査では、lo世紀後半から 11世紀前の比較的短期間に営まれ

た集落であつたことが判明した。これまで平出遺跡からはこのように平安時代の住居址がある程度まと

まらそ
1確

認 きれたことはなく、平安時代め住居は平出́遺跡内に広く散在する.かたちで配置されていたの

ではないかとされてきた考えを見直すこととなり、今後の平出集落の研究に大いに役立つことであろう
´
。

第 1表 平成 17年度発掘調査検出遺構―覧

遺構名 所属時期 形 態 規模 (m) 火 ‐処 主要出土遺物 備考

H-44号住居址
平安時代13期

(H世紀前半)

方形 4.8× 5.1 不 明 灰釉陶器、鉄鎌、刀子 昭和26年に調査

H-45号住居址 平安時代 方形 3.5× 3.6
石組カマ ド
(北東隅)

土師器 昭和26年 に調査

H-140号住居址
平安時代13期

(H世紀前半)
長方形 5。 7× 7.2

石組カマ ド
(北壁中央 )

土師器杯・椀・盤・甕、黒色土器椀、灰
釉陶器皿・椀、墨書土器、鉄滓 : '|

H-141号住居址
平安時代13期

(H世紀前半)

方形 4。 81× 5.1
石組カマ ド
(北壁中央)

土師器杯・椀・盤・羽釜、灰釉陶器皿、
墨書土器、鉄滓

H-142号住居址
平安時代13期

(11世紀前半)

方形 4.8× 5。 14
石組カマ ド
(東壁中央)

土師器杯・椀、灰釉陶器皿 0椀、鉄鏃、
刀子t鉄滓

H-143号住居址
平安時代13期

(H世紀前半)

方形 3.1× 2.8
石組カマ ド
(北壁東 )

土師器杯 0盤、黒色土器椀、灰釉陶器
椀、鉄製紡錘車

H-144号住居址
平安時代 13期

(11世紀前半)

長方形 3.66× 4.7
石組カマ ド
(北東隅)

土師器杯・椀・盤・羽釜、灰釉陶器皿
椀               ン

H-145号住居址
平安時代13期

(H世紀前半)
方形 4.0× 4.0

石組カマ ド

(北壁東 )

土師器杯・小形甕、黒色土器椀、墨書土
器、灰釉陶器広口瓶、鉄鏃、刀子

H-146号住居址
平安時代13期

(H世紀前半)
方形 2.3× 2.3

石組カマ ド
(北東隅)

黒色土器椀、灰釉陶器皿

H-147号住居址
平安時代13期

(H世紀前半)

長方形 3.86× 4.44
石組カマ ド
(北東隅)

土師器杯、黒色土器椀、灰釉陶器皿、墨
書土器、砥石            :

H-148号住居址
平安時代12期

(10世紀後半)
長方形 4.54× 5.3

石組カマ ド
(北壁東 )

灰釉陶器椀

H-149号住居址
平安時代13期

(H世紀前半)
長方形 4:74× 3.52

石組カマ ド

(北壁東 )

土師器杯・椀・羽釜、黒色土器椀、灰釉
陶器皿、墨書土器、鉄鏃

力号住居址 縄文中期初頭 楕円形 7.0× 5。 7 地床炉 縄文中期土器 日召不日26年 こ調査

1号掘立柱建物址 古墳～平安時代 方形 4。 25× 3.9 土師器 日召不日26年 こ調査

2号掘立柱建物址 古墳～平1安時代 長方形 6.6× 5。 4 日召不日26年 こ調査

3号掘立柱建物址 古墳～平安時代 長方形 7,3× 5。 7 日召不日26年 こ調査

-4-
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H-140号住居址
―

5 遺構 と遺物

H-140号住居址 (第 4・ 5図 )

遺 構 本址は調査区中央北東寄 りの 10m二 5～7グリッドに位置する。20c血 ほどの厚さの耕作土を

除去すると暗褐色土層 となり、そこからやや色調のことなる住居址のプランが確認 された。住居址プラ

ン確認後、東西、南北にベル トを設定し掘 り下げを行つた。

本址の規模は、南北 5。 7m、 東西 7◆2mを測る長方形プランの住居址で、今回の調査で最大の住居址で

あつた。周壁は 35 cmを 測 り、やや緩やかに立ち上がっている。北側の一部を除いて深 さ 5 cmほ どの周

溝が廻つている。北壁中央付近には礫 と粘土で作られたカマ ドがあり、周囲に焼土が散在 していた。Pl

～P4が 主柱穴で、深さは 43～ 56 cmと しっか りした掘 り込みが確認できた。床面は西から東に向かつて

やや傾斜 しているが、平坦で非常に堅緻な作 りをしている。         l   '

本址は出土遺物より古代 13期 (11世紀前半)と 考えられる。

遺 物 今回調査された住居址の中では比較的多くの遺物が出土している。1～ 18は土師器で、1～ 11

は杯、12～ 17は椀 とい うよりも盤であろう。 18は甕である。19～21は黒色土器椀で、19・ 21は墨書

土器である。22～27は灰釉陶器で、22～26は段皿、27は椀であり、24～27は墨書土器である。この

ほかに鉄滓なども出土している。

饂

1.暗 褐色土

2。 褐色土

3。 暗褐色土

第4図 H― 140号住居址
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第5図 H― 140号住居址出土土器
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H― 141号住居址
―

H-141号住居址 (第 6・ 7図 )

遺 構 本址は調査区の中央北寄 りの 10m-10～ 12グ リッドに位置 している。検出作業により褐色土

層中から暗褐色をした住居の輪郭が検出された。調査区全体を南北に走るロングベル トが遺構範囲内を

通つているためそこを残 し、さらにそれとは別に東西・南北ベル トを設置 し掘 り下げを行なつた。その

結果、南北 4。 8m、 東西 5。 lmの方形を呈するプランであることがわかつた。床面は、南北ベル ト付近は

堅くしつかりしているが、その他の部分の状態はあまり良くない。確認面までの壁高は約 35～ 40 cmで、

立ち上が りは比較的急である。周溝は深 さ 5～ 10 cm、 幅 15～ 20 cmを 測 り、壁下のほぼ全体を巡つている。

住居内からは 3基のピットが検出された。すべて住居の東壁付近からの検出で、この他にはピットは

見つかつておらず、主柱穴の特定は難 しい。P2、 P3は周溝の上に掘 られている。カマ ドは北壁のほぼ中

央に設けられており、石組も一部残されていた。カマ ドの周辺及び内部からは焼土が検出された。

本址は出土遺物から、古代 13期 (11世紀前半)平安時代 13期 (10～ 11世紀)の住居と考えられる。

遺 物 比較的多くの遺物が出土した住居址である。1～ 12は土師器で、1～ 6は杯、8は盤、9は椀、

12は羽釜である。13は灰釉陶器皿である。この皿の底面には文字のようなものが描かれているが、何を

表 しているのかは不明である。そのほかに鉄滓が多く出土しているのも注目される。

1.暗 褐色土

2.暗 褐色土

3。 褐色土

4。 黒褐色土

5.暗 褐色土

0                2m

第6図 H― 141号 住 居 址
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第7図 H二 141号 住居址出土土器

.ンノ                                       |

H-142号住居址 (第 8・ 9図)  i
遺 構 b～d-13～ 15rグ リッドに位置する。表土を 15 cmほ ど掘 り下げると暗褐色土層が現れ、そ

の暗褐色土層を 10 cmほ ど掘り下げ:る と黒褐色をした住居址のプランを確認することができた。住居址

プラン確認後東西、南北にベル トを設け掘り下げを行つたが、本址の場合東西方向に表土からのベル ト

もあるため東西には2本のベル トが設けられた。

本址の規模は、南北 4.8m、 東西 5。 14mを測り、方形プランを呈する。周壁は 33 cmを 測り、垂直に近

い立ち上がりをしている。周溝は南と西の一部にみられ、深さは 5 cm前後である。東壁中央には石組み

カマ ドがあり、周囲に焼土分布している。カマ ドとは直接関係無いが、住居址中央南寄りに 14 cmほ ど

の厚さの焼土が残されていた。住居址内には深さ 22～ 33 cmを測る7本のピットがあるが、配置や覆土

の状況をみても主柱穴の特定は困難であった。床面はほぼ平坦で堅緻であった。

本址の時期は出土土器からみて平安時代 13期 (11世紀前半)と 考えられる。

遺 物 遺物量は比較的多い方であった。 1～ 6は土師器で、 1～ 5は杯16は椀である。 7～ 14は灰

釉陶器で、 7ん 11は段血(12～ 14は涜である:・これ以外に鉄鏃、力字、鉄津などの鉄製品が多数出土

しており特記される。

-10=
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第9図 IH― 142号住居址出土土器

1.黒 褐色土

2.暗 褐色土

3。 褐色土

4。 暗褐色土

5。 明褐色土

6.暗 褐色土

o                   2r

H-142号住居址
―
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十~~H~143号住居址

H-143号住居址 (第 10・ 11図 )

遺 構 調査区南に位置する。耕作土を取 り除いた後、検出作業を行つた。その結果、褐色土層中に暗

褐色をした住居址の輪郭が検出された。範囲を確認 した後、東西、南北にベル トを設定し掘 り下げを進

めていつた。北壁以外の壁は破壊を受けてお り、立ち上が りが確認できなかったが、最終的に推定で南

北 3。 lm、 東西 2。 8mの 方形プランを呈す小さな住居が検出できた。床の状態は良好で、堅くしっか りし

ている。残存 していた北壁の高さは 8～ 15cmと 低く、壁下から周溝は確認できなかった。

住居内からはピットは検出されず、主柱穴の特定はできなかった。北壁中央やや東寄 りにカマ ドが設

けられ、周辺には 20cm大の礫が数点残されていたが、形態は石組であつたかはよく分からない。カマ ド

の範囲を半裁 して断面を確認 したところ、内部に焼土の堆積が確認された。

出土遺物から本址は古代 13期 (H世紀前半)の住居と考えられる。

遺 ・物 住居の状態が悪かつたためか、遺物の出土量は比較的少ない。 1～ 406は 土師器で、 1～ 3

は杯、 4・ 6は盤である。 5は黒色土器椀、 7は灰釉陶器椀である。鉄製の紡錘車も出土している。

l曖  01
十
d-7

バ

1。 暗褐色土

0             2m

第10図 H― 143号 住 居 址
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H―144号住居址一一

H-144号住居址 (第 12・ 13図 )

遺 構  fOg-10～ 12グ リッドに位置 している。 15 cmほ どの厚 さの表土を取 り除くと暗褐色土層

が現れ、10～ 15 cmほ ど掘 り下げると住居址のプランが確認 された。住居址掘 り下げに際しては、検出面

より東西、南北に 1本ずつベル トを設けた。また本址にはほかに地表面から残された南北ベル トも 1本

あり、このベル トが住居址の東端にあたつていたため東壁付近の掘 り下げは困難であつた。

本址は南北 3。66m、 東西 4。7mの長方形プランの住居址である。周壁の高さは 37 cmを 測 り、垂直に近

い立ち上がりをみせていた。周溝は確認 されなかつた。住居址北東隅に石組みカマ ドがあつたが、=ベル

トと重なってしまつていたため一部の調査にとどまつた。住居址内には 6本のピシトが残 されているが、

このうち P3～P6の 4本が多少位置的にずれはあるが主柱穴であると考えてよいのではないか。床面を

みると住居北束を中心とした部分は平坦で非常に堅緻な床をしていたが、その南および西側部分の床は

しまりが悪く、住居址の重複も考えられたが、土層観察では住居址の切 り合い関係は認められなかつた。

しかし、北東隅のカマ ド西側の床面には焼土が残されてお り、古い時期のカマ ドが存在 していた可能性

も考えられる。

本址の時期は、出土土器からみて古代 13期 (11世紀前半)と 考えられる。

遺 物  1～ 13017は 土師器で、 1～ 6は杯、 708は椀、 9。 10は盤であろうか。17は羽釜であ

る。14～ 16は灰釉陶器で、14は段皿、15は皿、16は椀である。
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第 12図 H二 144号 住 居 址

ヽ

、

魏

-13-



―
H-1440145号 住居址

＼ゝ
≡ヽ
=≡==」

≡≡≡

=夏

プ
ニフ

15
Ocill

第13図 H… 144号住居址出土土器

H-145号住居址 (第 14・ 15図)     :
遺 構 調査区南東端の aa e a― H012グ リッド付近に位置 している。褐色土層中にやや色調の異なる

暗褐色をした住居址の範囲が確認 され、プラン把握後、東西、南北にベル トを設定 して掘 り下げを行つ

た。その結果、南北、東西ともに 4。 Omの方形プランの住居址が確認 された。床は全体的に良好で比較

的堅い。壁高は 30～40cmと 高く、立ち上がりは急である。北壁 と南壁の一部に周溝が確認できた。ピッ

トはPl～ P4が検出された。このうち P2、 P3の 2基が主柱穴だと考えられるが、残 りは確認できなか

つた。 P4か らは礫が見つかつたが、何のために掘 られた穴なのか性格は分からない。石組のヵマ ドが

北壁東寄 りから焼土とともに検出された。大量の礫がカマ ドから東側にも残されてお り、石組に使用さ

れたものが崩れたものと思われる。

本址の時期は、出土遺物から古代 13期 (11世紀前半)であろう。

遺 物  1～ 3・ 9は土師器で、 1～ 3は杯、 9は小形甕である。 4～ 8は黒色土器椀で、 7の器面に

は「瓦」のような墨書が書かれている。10は灰釉陶器広口瓶であろう。他に鉄鏃や刀子などがある。
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一 H― 1460147号 住居址

H-146号住居址 (第 16・ 17図 )

遺 構 調査区南束のboc-12013グ リッドに

位置する住居址で、褐色土層の検出面から掘 り下

げを行い、南北、東西ともに 2。 3mを 測る方形の

プランを検出した。今回の調査で最小の住居址で

あるが状態は良く、床面は平坦で締まらている。

壁高は 30 cmと 比較的高く、立ち上がりも急である。

壁際からは周溝は確認できなかった。住居内から

はピットが全く検出されず、主柱欠の特定はでき

なかつた。北東隅にカマ ドがわずかな石組 と焼土

を残 した状態で検出された。      ヽ

出土遺物から考えて本址の時期は、古代 13期

(H世紀前半)と 考えられる。

遺 物 非常に小さな住居址であったためかゞ全

体的に遺物量は少ない。 1は黒色土器椀、 203

は灰釉陶器皿である。

o               2m

第16図 H― 146号住居址
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第17図 H― 146号住居址出土土器

H-147号住居址 (第 18・ 19図)    ′

遺 構  q・ r-7・ 8グ リッドに位置 し、H-148号住居址を切つてつくられている。地表面から

約 30 cm下 がつた褐色土層中に 1470148号住居址が切 りあつて確認 された。検出時には両住居址の明確

な切 り合いは確認できず、新旧関係については掘 り下げ時のセクションの土層観察によつて本址が 148

号住居址を切つて作られていると判断した。iプ ラン確認後は、既に地表面から南北にベル トが設けられ

ていたため、東西方向に確認面からのベル トを設け掘 り下げを行つた。

本址は南北 3.86m、 東西 4.44五の長方形プランを呈していた。周壁は残 りのよい西壁では 46 cmと 高

く、やや緩やかな立ち上がりをみせていた。周溝は北 。東側の一部を除いて周壁際を廻つていた。住居

址の北東隅には礫 と粘土を使つたカマ ドが残 されてお り周囲に焼土が広がっていた。ピットは 2本確認

されているが、いずれも主柱穴と特定できる要素は見当たらなかった。床面は平坦で堅緻であった。

本址の時期は出土土器から古代 13期 (11世紀前半)と 考えられる。

遺 物  しらかりとした掘 り込みのある住居址であらたが、出土遺物は少なかった。 1・ 2は土師器

杯である。 3～ 5は黒色土器椀で、 5には墨書が書かれていた。 6～ 8は灰釉陶器で 6107は皿で、 7

にも墨書がみられた。この他に砥石が出:土 している。
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第19図 H… 1470148号住居址出土土器 (9は H―И8住 )

H-148号住居址 (第 18・ 19図 )

遺 構  qOr-607グ リッドに位置し、H-147号住居址に南西部分を切 られている。切 り合い

関係にある 147号住居址 と同一レベルで検出された。プラン確認後は東西、南北にベル トを設けてから

掘 り下げを行つた。

本址は南北 4。54m、 東西 5.3mの やや不整の長方形プランを呈 していた。周壁はやや緩やかに立ち上

がり、壁高は 18 cmと 低 くなっている。周溝はなく、カマ ドと考えられるものは北壁中央やや東よりに

みられるが、焼土等の使用された痕跡は確認できなかった。住居内にはピットはなく、よってどのよう

な住居構造であったのか不明である。床面は平坦ではあったが、あまり締まった床ではなかった。

本址の時期は出土土器から平安時代 12期 (10世紀後半)と 考えられるが、出土遺物が少ない点は不

安材料である。

遺 物 遺物の出土量は非常に少なかった。唯一図示できた 9は灰釉陶器椀である。

‐″〈（け障ＮＶヽ
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H― 149号住居址一一一

H-149号住居址 (第 20・ 21図 )

遺 構 調査区北西隅の oOp-13014グ リッドに位置 している。地表面から 35～40 cmほ ど下がつ

た褐色土層中で住居プランが確認 された。プラン確認後は東西、南北にベル トを設け掘 り下げを行った。

本址は南北 4。 74m、 東西 3。 52mの長方形プランを呈していた。壁高は 39 cmを 測 り、垂直に近い立ち

上がりをしていた。カマ ド周辺を除いて幅 10～ 15 cm、 深 さ 5 cⅢ前後の周溝が廻つていた。北壁中央や

や東寄 りに粘土と礫でつくられたしつかりしたカマ ドがあり、カマ ド周囲の床面には焼土が広がってい

た。ピットは 2本検出されたが、いずれも柱穴と言 うよりも貯蔵穴のようであった。住居の床面は平坦

で非常に堅緻であつた。

本址の時期は出土土器から古代 13期 (11世紀前半)と 考えられる。

遺 物 遺物の出土量はそれほど多くない。 1～ 3・ 7は土師器で 102は杯、 3は椀である。 7は

羽釜である。 405は 黒色土器椀で、 4の器面には墨書が書かれている。 6は灰釉陶器の段皿である。

この他に鉄鏃が出土している。
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第21図 H― 149号 住居址出土土器

再調査 された遺構

H-44号住居址 (第 22図 )

1遺 構 本址は調査区中央やや北側のnoo-10011グ リッドに位置 している。昭和 26年の第 4次調

査で調査済であり、今回再検出を行い住居のプランは南北 4.8m、 東西 5elmの 方形を呈することを確認

した。床面の状態はあまり良くなく、中央付近がわずかに堅緻なだけである。壁高は最大でも8 cmと 低

く、立ち上がりも不明瞭で、周溝はなかった。また、新たなピットなどは確認できず、主柱穴の特定は

できない。カマ ドなどの施設も確認できなかった。

時期は平安時代とされていたが、出土土器から古代 13期 (H世紀前半)と 考えられる。

遺 物 昭和 26年の調査で灰釉陶器や鉄鎌、刀子が出土している。新たな遺物の出土はなかつた。

H-45号住居址 (第 23図 )

遺 構 調査区南東隅のbOc-1グ リッド付近に位置 している。H-44号住居址同様、昭和 26年に

調査が行われている。プランは南北 3。 5m、 東西 3。 6mのほぼ正方形を呈し、床は非常に堅緻で、状態は

良い。壁は 15 cmを 測 り、垂直に立ち上がる。カマ ドの痕跡が北東隅に見つかつた。新たに判明したこと

として、カマ ドの南から新たにピットが検出されたことがあげられる。位置、形状から2号掘立柱建物

址の柱穴の一つである可能性が高く、しかもピットの上面から貼床が検出されたことを考えると、本址

はこのピットの上に建てられた、つまり掘立柱建物址廃絶後に建築されたものであると言えよう。

本址の時期は過去の調査から出土した遺物から、平安時代の住居といえるが詳細な時期は不明。
l遺 物 過去の調査で土師器片が数点出土しているのみである。新たな遺物は検出できなかった。

一-20-一
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力号住居址

力号住居址 (第 24図 )

遺 構 昭和 26年に実施 された第 4次調査によってその存在が知られていた縄文時代の住居址である。

当時は トレンチによる調査であったため、住居東側が検出されたのみであつた。今回の調査では、過去

に検出した住居東側の再調査と、全体の輪郭を検出するための最低限の調査を行つた。その結果、住居

は南北 7。 Om、 東西 5。 7mの楕円形プランを呈すると推定できることが分かつた。ピットについては、過

去の調査で本址を切る 3号掘立柱建物址の柱穴が東側に確認されているが、本址に伴 うピットは今回も

見つかつていない。そのほかには住居内中央から、床を掘 り窪めて構築 した地床炉が検出された。本調

査は 「古代の農村」整備のための調査であるため、縄文時代に属する本址の詳細な調査は実施 しなかっ

た。

本址の所属は昭和 26年調査の際には縄文時代中期後葉とされていたが、今回確認 された土器から判断

すると中期初頭に属するものと考えられる。

遺 物 縄文土器がわずかに出土しているのみである。時期的には縄文中期初頭が主体的である。

0               2m

第24図 力号住居址
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l号掘立柱建物址
―

1号掘立柱建物址 (第 25図 )

遺 構 調査区南東の f・ g-1・ 2グ リッド付近に位置 している。昭和 26年に実施 された第 4次調

査によつて既に検出されている掘立柱建物址である。南北 3間 (4。 25m)(東西 3間 (3.9m)の方形の

側柱建物である。主軸は西に 6度ふれている。西側には 2号掘立柱建物址 と3号掘立柱建物址が並んで

建てられている。また掘立柱建物址の西側には昭和 26年調査で灰釉陶器皿が出土している平安時代の土

墳墓と考えられる土坑 75が ある。

遺構の再検証を行つたが、今回新たに検出された遺構などはなく、新知見とされるような情報も得る

ことはできなかつた。柱穴はすべて完掘状態であつたため、柱穴のセクションで柱痕などの状況を確認

することはできなかつたが、P40P50P7・ P9～Pllの柱穴の底面には柱痕を思われるような痕跡が残さ

れていた。

遺 物 昭和 26年の調査の際、P4、 P6か ら土師器片が出土しているが、今回の調査では遺物は出土

していない。
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一一-203号掘立柱建物址

2号掘立柱建物址 (第 26図 )

遺 構 調査区南東隅の b～ d-001グ リッド付近に位置 している。本址も昭和 26年調査で既に検

出されている。南北 4間 (6。 6m)、 東西 3間 (5。 4m)の長方形の総柱建物であり、北と南側に棟持柱 と

考えられる柱穴がある。主軸は西に 3度ふれている。今回の調査では平安時代のH-45号住居址床面か

らP21が新たに確認 された。柱穴上部にロームによる貼床がみられたことから、H-45号住よりも先に

建てられていたことが確認 された。また、未確認の P21南側の柱穴についても検出を試みたが、その周

囲は撹乱により住居址床面も壊 されてお り、柱穴の底面の痕跡さえも確認することはできなかった。こ

のように P21以外の柱穴は調査済のため柱穴のセクションで柱痕などを確認することはできなかったが、

Pl～P100P12～ P160P180P200P21の柱穴の底面には柱痕を思われるような痕跡が残されていたし

遺 物  昭和 26年および今回の調査でも遺物は出土していない。

3号掘立柱建物址 (第 27図 )

遺 構 調査区南東隅の b～ d-2～ 4グ リッド付近に位置 している。昭和 26年の第 4次調査によつ

て既に検出されている掘立柱建物址である。東側にH-42号住居址、西側に力号住居址を切つて作 られ

ている。南北 4間 (7.3m)、 東`西 3間 (5。 7m)の長方形の総柱建物で、本址にも2号掘立柱建物址同様

南北に棟持柱と考えられる柱がある。主軸も2号同様く,西 に 3ヽ度ふれている。 2号掘立柱建物址との間

隔は約 lmと 非常に近接 している。また、、Pl・ P5～P90P12～P170P210P22の 柱穴の底面には柱痕を思

われるような痕跡が残されてい牟。

遺 物 昭和26年および今回あ調査でも遺物は出土していない。

第2表 掘立柱建物址柱穴一覧

遺構名 柱穴番号 長径 (C皿 ) (cm)短径 傑さ (cm) 遺構名 柱穴番号 長径 (C皿 ) 短径 (cm) 深 さ (cm)
1号掘立 1(1) 60 (55) 60 (27) 2号掘立 (26)

64 (58) 64 (22)

3(3) 60 28 80 69
64 (32) 20 86 80

54_(55) 74 68
58(55) 3号掘立 78 69 49

7(7) 60 (55) 60 84 (55) 40
8(8) 52 49´ 74 64
9(9) 66 72 70 30

62 (55) 55 (23) 80 70 38
56 52 (23)28 6(38) 74 55
58 (45) 58 7(39) 76 40 (22)

2号掘立 1(13) 80 (55) 66 43 86 76 39
70 60 34 9(41) 76 68 34 (28)

86 (75) 72 27 79 35
4(16) 68 62 36 67 (75) 67
5(17) 72 74 70
6(18) 60 24 62

(55) 54 21(20) 72

(20) 62 97

9(21) 96 90 32

(22) 67

62 62 100 .92 43

(24) 68 64

66 62 (52)20 83

(26) 70 (55) 60 (28)

70 (55) (25) 22 78 66 42 (55)

72

※ ( )の 数字は昭和26年調査時のもの

一-24-一
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ま と め一 一

とま6

平出遺跡の平成 17年度の発掘調査は、遺跡の東部地域に位置する 「古代の農村」整備地区を対象 と

して実施 された。なお、平出遺跡指定地の中央付近にも「古代の農村」整備地区があるが、こちらでは

古墳時代の集落復元を実施する予定であり、今回の調査区域周辺は同じ古代でも平安時代の集落復元を

行 う予定になっている場所である。

平出遺跡では史跡整備に伴 う発掘調査が平成 14年度以降継続 して行われているが、平成 16年 10月

の文化庁からの指針に則 して、今年度調査から土層観察用のベル トを記録後も取 り外さず再検証できる

ように配慮するなど、将来の再調査も視野に入れた調査をしている点が調査の手法としてこれまでとは

大きく変わっている。

こうして行われた平成 17年度調査の大きな目的は、集落復元が可能な平安時代の住居址の検出と、

昭和 26年度調査で確認 されている住居址および掘立柱建物址の再検証であつた。

調査の結果、縄文時代中期初頭住居址 1軒、平安時代住居址 12軒、古墳から平安時代の掘立柱建物

址 3棟 という、当初の予想以上の成果をあげることができた。

ここでは復元整備対象として考えている、平安時代の集落を中心にその概要についてふれてみたい。

第28図 古代 13期集落

一-27-一



一 ― ま と め

平出遺跡では古墳時代の終 り頃、 7世紀後半に人々の生活の痕跡が消えてしまっている。このような

古墳時代から平安時代にかけての平出遺跡の様相は宮島義和氏によつてまとめられている (宮 島 2007)。

そして再び平出の地に人々が戻つてくるのは、長野県宝としても著名な緑釉水瓶と同じ松本平古代 (以

下古代)10期 (10世紀前半)になってからである。 しかし、この時期の住居址はこれまで4軒 しか検

出されておらず、住居址の分布状況では遺跡中央付近にまとまっているような印象も受けるが、まだま

だ村 としては未成熟である。続く古代 11期 になっても住居址 3軒 と少なく、村の発展がみられるのは

古代 12期 になってからである。古代 12期 には特定できたものでも7軒の住居址が検出されている。た

だしこれ らの住居址はまとまって集団を形成することなく、まだ遺跡全体に散在 している。このような

状況が一変するのが続く古代 13期である。

これまで平出遺跡から古代 13期 の住居址は 4軒 しか検出されておらず、それも遺跡内に分散するよ

うな配置をみせていた。今回の調査では 12軒の平安時代の住居址が検出され、そのうち 10軒が古代

13期の住居址であった。ここにはじめて平安時代の村と呼べるような集落が発見されたのである。

住居址の規模をみると、H-140号住居址が最も大きく、南北 5.7m、 東西 7。2m、 最も小さい住居址

は H-146号住居址で、南北 2。 3m、 東西 2。3mを測る。住居の床面積にすると両者には 8倍以上の格差

がみられる。住居内に設けられている火処をみると、すべての住居址で石 と粘土を使つた石組カマ ドが

みられ、設置されている場所は北壁中央付近から北東隅にかけでがほとんどである。カマ ドに伴 う煙道

は確認 されなかった。住居の主柱穴では、H-140号住居址で明確な 4本柱が確認できただけで、他の

住居址では明確な主柱穴の特定はできず、どのような住居構造であったのか不明な点が多い。

一方住居址以外の掘立柱建物址については、 2号掘立柱建物址で新たに柱穴 1本が検出されるとい う

新知見が得 られたことは大きな成果であらた。 しかし時期決定をする決め手が今回の再調査でも得 られ

なかったことは残念である。

これ ら掘立柱建物址の所属時期について桐原健氏は、「かかる趨勢 と先記 した中央道長野線での調査

所見にもとづくとt平出柱穴址の所属時期を203号址は 6世紀代、 1号址は 11世紀代に該当させた

い」 (桐原 2004)と しているが、その結論については今後の調査に委ねたい。

このように今回の調査は、未解決の課題もいくつか残されたが、古代の農村復元整備を行つていく上

での貴重な資料を数多く得ることができ、平安時代集落の復元に大きく前進することができた大変有意

義な調査であったといえる。

最後に、発掘調査に携わっていただいた多くの皆さんに感謝するとともに、厚く御礼申し上げたい。

く参考文献> 宮島義和 2007 「平出 古代のムラ ー古墳時代・平安時代一」『平出博物館紀要』第24集 平出博物館

桐原 健 2004 「平出遺跡柱穴址の時間位置」『平出博物館紀要』第21集 平出博物館
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史跡平出遺跡発掘調査概報抄録

ふりがな しせきひらいでいせき

書 名 史 跡 平 出 遺 跡

副 書 名 平成 17年度史跡等総合整備活用推進事業に係る発掘調査概報

巻 次

シリーズ名

編著者名 小松 学 0塩原真樹

編集機関 塩尻市教育委員会

所 在 地 〒399-0738 長野県塩尻市大門七番町4番 3号/■L0263-52-0280
発行年月日 2007年 3月 31日

ふりがな

所収遺跡名

な

地い
在

、６
所

コード
Jヒ糸奪 東経

調査期

間
調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

撃∬週稀
震瞥槃燎挽結実筆
票贅413-3他

20215 146
36°

6′

1″

137°

56′

54″

2005
7。 20

2006
3.25

2,OOO
ぶ

史跡等総合整

備活用推進事

業に係る発掘

調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

平出遺跡 集落址

縄文時代 竪穴住居址  1軒 縄文土器
B召不□26年調査で一部検出

された住居の再調査

平安時代 竪穴住居址 12軒
土師器・黒色土器・灰釉

陶器・鉄鏃 0刀子・紡錘

車・鉄滓・砥石

11世紀前半を主体とした

まとま つた平安時代の集

落を確認できた



史助 平 出 遺 跡

― 平成17年度史跡等総合整備活用

推進事業に係 る発掘調査概報―

平 成 19年 3月 31日 発 行

発 行 長野県塩尻市大門七番町4番 3号

塩 尻 市 教 育 委 員 会




